
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

222　廃 水 処 理 技術

1007　　　 カワ ラタケの 不織布表面 培養を利用した Trichl  ffophenol の 連 続分 解
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旧 的】環 境汚 染物質で あるホ
“
リク911フェ／一ル類の 分 解及 び 無毒牝 に は，白色 腐朽菌の 分 泌酵

素及び 代謝機能を利 用するこ とが有益で ある。しかし 、 培養 条件の 設 定や パイ別 アク外 の 設計

が難しい とい っ た 問題 点が ある。そこ で 本研 究で は、ホ
囗
eJOmn7

エノ
ー
ル分解酵素 を分 泌す る白色

腐朽菌を連続的 に利 絹す るために、不 織布を利 用 した表面培養装置を開発 した。この 装置を

用い て 2，4，6一副伽 ロフz ノール（TCP ＞を連続的に 分解させ 、無毒龍させ ることを検討した 。

護方法莠ポリ知 即 エ距 ル分解酵素を分 泌する CorioJus　 versicolor 　IFO 　 4937 を使用 した。不

織布はパイオフレックス T −3 。T −9（Eヨ本ノベイリ＿ン）を使用した 。 培養装置 は 内径 IOcm　O 円筒型で 、

培養液量が 100n11 となるように装置側面 1に流出口を設けた 。 また、培養液上 部に不織布を

設置した。 TCP の 勞解は 、 菌体を不織布表面上 に 増殖させた後、　 TCP を含む培養液を連

続供給させ ることにより行 っ た。

【結果1不織布 T −3 を購 いて C．versicogor を表面培養用装置で 6 日間 培養させた後 、 α 3

mM の TCP を含む培養液を 、 希釈率 薦 h
−i
で連続供給した結果、連続 欝 日 目ま で流出液

中にホ
’
ll知 目フゴ

ー
ル分解酵素で ある Laccaseが約 0．3　 nkaa／gerk連続的に 生産され、　TCP は ほ

とんど認め られなか っ た 。 また、その 流出液の 毒性を 且 c読 を用 いた瓢 ニ ー形 成試験で検討

した結果、対 照と比較 して約 85％の 調 ニ
ーが 形成され、TCP の 毒性が ほ とんど無くなっ たこと

が確認 できた 。
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1eo8 硫 酸還 元 菌を薦 い た ク ewム 含有排水の 処 理
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【目的コ演者 らは これ まで 金 属含有携 水中の 金属 を 、 硫酸還元 菌が生 成する硫化水素を

用 い て硫化金属 と して 詢殿 ・ 除去を行う金属処理技術の研究 を行 っ て きた 。 そ の
一

環 と

して 有毒金属 で艱 られ て い る六緬 ク u ム （Cr6〒）の 除去試験を行 っ た結果 、　 Crb ＋

は これ濠で

試験 して きた硫化金属 とは異 なる経過 に よ り除去 され て い た こ とが確認 され たの で こ こ

で 報告す る 。

［iE法及び結 果馨 O、4mM の Crb＋
、 基質 と して 蟻酸4mM 、電子供与体 と して 硫酸 ナ トリウ

ム lmMes む人工 排水を、消化汚 泥 を種汚 泥 とす る嫌気性 リア クタ
ー

に よ り連 続処理

を行 っ た 。 試験 の 結梁 、 基質及び硫酸 イオ ン が 消費され、 リア ク ターよ り排出され る処

理 水 に は クm ム （Cr ”

及 び三 価 クecム （Clr
”’
））ば検 出されず、ク neム が完全 に リア クター

内に 捕捉 され て い る こ，とが 確認 さ れ た 。

　連続試驤 終 了後、 リア クター内 に蓄積 して い る ス ラ ッ ジ （菌 体 を含 む） を調 査 した と

こ ろ、硫化 ク fiム は存在せ ず、若 羊 の 硫化金 属 （微量 塩類 中の 金 属 と反応 ） と菌体 の み

で あ っ た 。 菌体に 各処 理 を施 しクn ム の 存在 形態 を調 査 した結集、排水中に含 まれ て い

た　Crb＋

は そ の ほ とん ど全 て が Cr：，
　
’
　co形 で 菌体 内に蓄積され て い る こ とが示 唆され た 。

粥 来 の展望 】硫酸還 元 菌 の ク asム蓄積 に 関する機ヰ冓を解明す る と ともに 、 廃水処理 へ

適 用すべ く枝術開発 を行 う予定 で あ る。
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